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　2006年11月、サンスター株式会社のメディア・プロモーション室は、主力商品のひとつであ

るハブラシのマーケティング・コミュニケーション戦略のあり方を検討していた。

  ハブラシは、ハミガキ、液体ハミガキ、歯間クリーナーなどから構成されるオーラルケアの中

心カテゴリの一つである。長年、このハブラシ市場に製品を提供してきたサンスターにとって、

重要なカテゴリである。またハブラシは、オーラルケアを構成する他のカテゴリとも密接な関係

があり、ハブラシ単独でブランド・マネジメントやマーケティング・コミュニケーション戦略を

構築できないという制約もあった。

　 2006年時点でのサンスターの連結692億円の売上の内、約81％の構成比を占めるオーラルケ

ア事業部は、サンスターの中枢事業部であった。この中枢事業部に迫りくるライバルに対処すべ

く、オーラルケア商品、特にハブラシのマーケティング・コミュニケーション戦略のあり方を検

討していた。

サンスター株式会社の沿革

　サンスターは 2006年 10月現在、4つの事業グループから構成されている。それらは、サンス

ター株式会社の事業であるオーラルケア事業、ヘルス＆ビューティ事業、サンスター技研株式会

社の事業であるケミカル事業、モーター・サイクル事業である。ハブラシやハミガキなどのオー

ラルケアのイメージが強いサンスターは、自転車用ゴム糊など自転車部品の製造販売からスター

トしており、二輪車と関わりの深いところに原点がある。
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